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５章　野菜類

ナガイモ　英名：Nagaimo　分類：ヤマノイモ科ヤマノイモ属に属するつる性植物
　学名：Dioscorea polystachya Turcz.

・�原産地：中世以降に中国大陸から日本に持ち込まれたとの説もあるが、現在日本で流通し
ているナガイモは中国では確認されていないため、日本原産の可能性もある。
・�温度適応性：比較的冷涼な気候を好む。ナガイモはヤマノイモ属の中では比較的低温に強
い作物であり、高冷地や寒冷地でも栽培を行っている。しかしながら、茎葉は寒さに弱く、0℃
以下の環境では凍害を受ける。
・発芽適温：地温 15℃以上で発根。
・�生育適温：17℃以上生育適温。平均気温 13 ～ 14℃が植付け適期、夜間は冷涼で温度格差の
ある気候を好む。
・光適応性：比較的強光を必要とする。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、耕土が深く排水のよい肥沃な土壌が適する。
　　特にナガイモは耕土が深いことが必須条件となる。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph6.0 ～ 6.5）。

・作型別栽培方法
　つる性の多年草で雌雄異株である。ほとんどの株は雄株であるため、栄養繁殖で増殖される。

（１）�種イモの準備：種イモは、小イモ（1年子）を使用する場合と切イモを使用する場合
の 2種類の方法がある。小イモの場合は、葉の節に着生する「むかご」を春にまき、晩
秋まで養成して小イモ（1年子）にして種イモにする。切イモの場合は、育てた成長イ
モを切り種イモとして使う。種イモの大きさは、小イモでは 80 ～ 100 ｇ、切イモでは
100 ～ 150g のものを使用する。

（２）�植付け：なるべく深耕して畝を高く盛土し、種イモを土に植付けて軽く土をかぶせる。
むかごや小イモは、20 ～ 30 日で出芽、切イモの場合は 40 ～ 50 日程度で出芽する。

（３）�支柱とネット張り：芽が出るとつるが急成長するので、支柱とネットを張り葉がまんべ
んなく太陽光があたるようにする。つるはネットにからまりながら 2～ 3mに伸びる。

（４）�収穫：10 月下旬より葉が紅葉し、徐々に枯れ始め、11 月下旬～ 12 月にかけて収穫が始
まる。全量秋掘りせず、残りは冬季期間土中で貯蔵する。


